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天
保
期
に
紀
州
藩
は
、
寒
天
製
作
国
産
化
の
一
環
と
し
て
、
豆
州
白
浜
村
や
稲
取
村
に
お
け
る
天
草
集
荷
の
請
負
を
入
札
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
が
、
こ
の
請
負
の
全
般
を
担
当
し
た
の
が
豆
州
戸
田
村
名
主

の
勝
呂
弥
三
兵
衛
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
勝
呂
家
が
、
紀
州
藩
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
ま
た
天
保
期
に
、
紀
州
藩
の
も
と
で
天
草
集
荷
以
外
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た
の
か
、
検
討
し
た

も
の
で
あ
る
。
検
討
の
結
果
、
勝
呂
家
は
、
寛
永
期
に
紀
州
藩
が
江
戸
城
に
運
ぶ
城
石
を
戸
田
村
で
切
り
出
し
た
と
き
の
石
場
預
役
と
な
り
、
そ
の
後
輸
送
船
で
あ
っ
た
藩
船
を
下
付
さ
れ
た
と
の
由
緒
を
持
っ

た
こ
と
、
こ
の
由
緒
は
文
政
五
年
に
戸
田
村
が
沼
津
藩
領
に
替
わ
っ
て
以
降
、
勝
呂
家
に
よ
っ
て
強
く
自
覚
さ
れ
、
特
に
天
保
期
に
は
江
戸
藩
邸
へ
の
石
献
納
が
活
発
化
し
た
こ
と
、
こ
う
し
た
由
緒
を
論
拠

に
、
勝
呂
家
は
村
内
漁
民
を
水
主
と
し
て
編
成
す
る
擬
制
的
な
船
主
―
水
主
関
係
を
維
持
で
き
た
こ
と
、
ま
た
嘉
永
六
年
の
村
と
の
争
論
で
浜
方
分
一
運
上
請
負
の
継
続
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
明
ら

か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

紀
州
藩
（the

K
isyu

C
lan

）

伊
豆
（Izu

P
rovince

）

漁
村
（F

ishery
Society

）

近
世
（E

arly
M
odern

）

は
じ
め
に

筆
者
は
旧
（
１
）
稿
で
伊
豆
国
賀
茂
郡
白
浜
・
稲
取
村
に
お
け
る
天
草
集
荷
の
あ
り
よ
う
を
検
討
し
、

紀
州
藩
が
寒
天
国
産
化
を
拡
大
す
る
方
途
と
し
て
、
天
保
期
に
、
伊
豆
国
君
沢
郡
戸
田
村
名
主
勝

呂
弥
三
兵
衛
を
実
質
的
な
賄
い
人
と
し
て
、
両
村
の
天
草
集
荷
を
請
け
負
い
、
そ
の
買
い
取
り
を

独
占
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
際
に
、
勝
呂
弥
三
兵
衛
は
、
戸
田
村
沼
津
藩
領
分
の
名

主
で
あ
り
な
が
ら
、
紀
州
藩
と
は
、
戸
田
村
に
存
在
し
た
紀
州
藩
石
丁
場
の
預
役
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
関
係
が
生
じ
た
と
指
摘
し
た
。
勝
呂
弥
三
兵
衛
が
、
天
草
集
荷
請
負
の
賄
い
全
般
を
担
う
と

い
う
、
紀
州
藩
か
ら
の
突
然
の
要
請
を
断
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
紙
幅
の
関
係
で
十
分
な
展
開
が
で
き
ず
、
単
な
る
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
点
を
具
体
的
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
勝
呂
弥
三
兵
衛
が
、
天
草
集
荷

を
担
っ
た
天
保
期
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
繰
り
広
げ
た
の
か
、
併
せ
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

戸
田
村
は
、
伊
豆
半
島
の
西
北
部
に
位
置
す
る
、
駿
河
湾
に
面
し
た
村
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
使
節

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
乗
っ
た
デ
ィ
ア
ナ
号
が
難
破
し
た
た
め
、
そ
の
代
わ
り
に
西
洋
式
の「
ヘ
ダ
号
」

を
造
船
し
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
支
配
は
、
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
は
幕
領
、
そ
の
後
一

部
が
旗
本
領
と
な
り
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
か
ら
、
沼
津
藩
水
野
家
領
と
旗
本
小
笠
原
家
領

と
の
相
給
と
な
っ
た
。
村
高
は
天
保
期
に
八
二
〇
石
余
、
そ
の
う
ち
沼
津
藩
領
分
が
二
八
〇
石
余

で
あ
っ
た
。

１

戸
田
村
出
物
分
一
請
負
を
め
ぐ
る
争
論

出
物
分
一
運
上
の
請
負

最
初
に
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
戸
田
村
で
起
き
た
、
山
方
浜
方
分
一
請
負
争
論
を
取
り
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上
げ
て
、
戸
田
村
に
お
け
る
勝
呂
家
の
位
置
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
紀
州
藩
と
の
関
係
を
検
討

し
て
み
よ
う
。
後
掲
史
料
４
に
あ
る
よ
う
に
、
戸
田
村
の
名
主
を
代
々
世
襲
し
て
き
た
勝
呂
家
は
、

嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
の
「
長
脇
指
横
行
致
候
節
」
に
不
行
届
が
あ
っ
た
と
し
て
、
沼
津
藩
に

よ
っ
て
名
主
役
を
罷
免
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
当
主
弥
三
兵
衛
の
父
親
で
あ
る
義
作
は
、
そ
の
三

年
後
の
嘉
永
五
年
に
村
方
取
締
役
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
義
作
こ
そ
、
天

保
九
（
一
八
三
八
）
年
末
か
ら
の
、
紀
州
藩
に
よ
る
天
草
請
負
を
担
っ
た
弥
三
兵
衛
そ
の
人
で
あ

る
。
つ
ま
り
嘉
永
期
の
当
主
弥
三
兵
衛
は
、
代
替
わ
り
後
の
弥
三
兵
衛
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て

お
き
た
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
嘉
永
六
年
に
な
る
と
、
出
物
分
一
の
権
利
を
め
ぐ
っ
て
村
方
と
勝

呂
家
と
の
間
で
争
論
が
起
き
た
。

と
こ
ろ
で
出
物
分
一
と
は
、
沼
津
藩
領
だ
け
で
な
く
他
の
西
伊
豆
地
域
の
村
々
に
も
み
ら
れ
る

運
上
で
あ
り
、
田
畑
が
少
な
く
山
林
業
や
漁
業
と
い
っ
た
生
業
を
中
心
と
し
た
村
に
主
と
し
て
賦

課
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
う
し
た
村
々
で
生
産
さ
れ
た
薪
・
炭
や
漁
獲

物
が
村
外
に
販
売
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
十
分
の
一
を
運
上
と
し
て
取
り
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
取
り
立
て
の
権
利
は
、
沼
津
藩
に
出
物
分
一
運
上
を
上
納
す
る
こ
と
を
請
け
負
っ
た
も
の
に

排
他
的
に
与
え
ら
れ

（
２
）
た
。
し
た
が
っ
て
沼
津
藩
領
に
独
自
な
運
上
で
は
な
く
、
領
主
が
交
代
し
て

も
、
同
様
に
村
方
に
は
賦
課
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

た
と
え
ば
君
沢
郡
久
料
村
も
西
伊
豆
沿
岸
の
村
で
あ
る
が
、
文
政
十
一
（
一
八
二
八
）
年
段
階

で
、
領
主
で
あ
る
旗
本
進
家
に
山
方
漁
方
運
上
永
二
貫
九
一
四
文
七
分
五
厘
と
い
う
出
物
分
一
を

上
納
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の「
御
分
一
之
儀
、
御
先
領
水
野
出
羽
守
様
�
当
御
殿
様
江
御
引
渡
」

に
な
っ
た
も
の
だ
と
い

（
３
）
う
。
久
料
村
は
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
十
二
月
に
、
沼
津
藩
水
野
家
か

ら
旗
本
進
成
美
に
支
配
が
交
代
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

（
４
）
で
、
こ
う
し
た
交
代
に
関
わ
り
な
く
、
分

一
は
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
賦
課
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

戸
田
村
で
は
七
年
季
で
分
一
運
上
の
請
負
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
戸
田
村
が
沼
津
藩
領
に
な
っ

て
か
ら
最
初
に
年
季
の
切
り
替
え
が
あ
っ
た
と
き
の
願
書
を
み
て
み
よ
う
。

【
史
料

（
５
）
１
】

乍
恐
書
附
を
以
奉
願
上
候

一
私
共
村
方
出
物
御
分
一
之
義
他
所
請
ニ
相
成
候
儀
一
切
無
御
座
、
従
前
々
七
年
季
村
請
負
ニ
被

仰
付
、
当
御
役
所
江
御
引
渡
前
韮
山
御
役
所
於
而
去
文
化
弐
卯
年
御
切
替
ニ
而
、
御
上
納
高
前

例
之
振
合
を
以
不
相
替
仕
来
之
通
去
酉
年
迄
七
ケ
年
村
請
負
被
仰
付
候
義
ニ
御
座
候
、
然
ル
処

今
度
御
切
替
之
義
成
丈
出
情
仕
御
上
納
方
相
増
御
請
負
可
申
上
旨
被
仰
渡
承
知
奉
畏
候
、
右
出

物
之
儀
山
海
共
稼
薄
キ
村
方
ニ
而
是
迄
之
請
負
高
従
前
々
御
切
替
之
度
毎
厳
重
ニ
被
仰
付
元
来

出
情
仕
罷
在
候
儀
ニ
而
、
此
上
増
方
仕
候
儀
乍
恐
難
渋
奉
存
候
、
乍
去
当
御
役
所
ニ
お
ゐ
て
ハ

此
度
之
御
切
替
初
而
之
御
儀
ニ
付
、
為
冥
加
是
迄
壱
ケ
年
分
御
上
納
高
江
永
壱
貫
五
百
文
相
増

御
上
納
可
仕
候
間
、
仕
来
之
通
七
ケ
年
季
村
請
負
被
仰
付
被
申
置
候
様
奉
願
上
候
、
尤
村
請
負

与
被
仰
付
候
儀
ハ
従
往
古
之
仕
来
ニ
而
、
当
時
新
規
稼
筋
之
趣
意
を
以
願
人
出
入
札
請
ニ
被
仰

付
候
儀
も
有
之
候
而
者
無
理
成
取
立
方
仕
候
儀
も
難
計
、
無
左
候
而
茂
御
存
知
被
為
在
候
通
困

窮
之
村
方
ニ
御
座
候
へ
者
、
何
卒
御
仁
恵
を
以
従
古
来
仕
来
之
通
村
請
負
ニ
被
成
下
、
為
冥
加

前
文
之
通
増
永
差
加
合
永
拾
九
貫
四
百
拾
五
文
壱
ケ
年
御
上
納
高
之
積
を
以
、
前
例
之
通
七
ケ

年
季
村
請
負
ニ
被
仰
付
被
下
置
候
様
御
慈
悲
之
程
奉
願
上
候
、
右
之
段
村
方
相
続
ニ
抱
り
候
儀

ニ
付
百
姓
一
統
挙
而
御
仁
慈
之
程
奉
願
上
候
儀
ニ
御
座
候
、
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
難

有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

文
政
九
戌
年
三
月

百
姓
代弥

三
右
衛
門

同

又
助

与
頭

清
左
衛
門

名
主

弥
三
兵
衛

沼
津
御
役
所

右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
幕
領
（
韮
山
役
所
支
配
）
時
の
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
改
め
て
決

め
ら
れ
た
出
物
分
一
の
金
額
が
、
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
ま
で
維
持
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
文

政
九
年
の
年
季
切
替
に
あ
た
り
、
沼
津
藩
が
運
上
金
額
の
増
額
を
求
め
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う

（
６
）
に
、
沼
津
藩
が
運
上
金
収
入
を
重
視
し
、
積
極
的
に
そ
の
利
益
に
吸
着
し

よ
う
と
し
た
こ
と
が
こ
の
事
例
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
戸
田
村
は
村
請
の
継
続
を
引
き
出
す

条
件
と
し
て
、
運
上
金
額
の
増
額
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
史
料
か
ら
、
戸
田
村
の
出
物
分
一
上
納
が
村
請
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
戸

田
村
の
出
物
分
一
上
納
が
村
請
と
な
っ
た
の
は
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
前

は
他
村
の
百
姓
が
請
け
負
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
の

（
７
）
で
、「
他
所
請
」
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
主
張
は
事
実
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
文
化
二
年
以
降
は
、
文
化
九
（
一
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八
一
二
）
年
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
と
七
年
季
で
村
請
が
更
新
さ
れ
、
右
の
文
政
九
年
が
ま

た
年
季
切
替
の
年
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
と
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
、
同

十
一
年
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
と
年
季
の
切
替
が
続
き
、
次
の
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
の

切
替
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
前
年
に
あ
た
る
嘉
永
六
年
に
村
と
弥
三
兵
衛
と
の
間
で
争
論
が
起
き
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
弥
三
兵
衛
は
こ
う
し
た
請
負
に
い
か
に
関
与
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
六
月
に
、
戸
田
村
が
沼
津
藩
に
対
し
て
、
村
が
負
担
す
る
小
物
成
を

書
き
上
げ
た
史

（
８
）
料
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
ら
れ
る
。

【
史
料
２
】

一
永
拾
九
貫
四
百
拾
五
文

出
物
分
一

是
者
古
来
�
弥
三
兵
衛
方
ニ
而
世
話
仕
候
得
共
、
何
頃
�
御
上
納
と
申
年
暦
相
知
不
申
候

天
保
三
年
と
い
え
ば
、
史
料
１
を
う
け
て
始
ま
っ
た
七
年
季
の
村
請
が
継
続
し
て
い
る
期
間
に

あ
た
る
。
つ
ま
り
右
で
み
た
村
請
負
の
実
態
が
史
料
２
に
は
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
史
料
２

か
ら
は
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
村
請
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
古
来
か
ら
勝
呂
弥
三
兵
衛
に
よ
る

「
世
話
」
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
実
質
的
に
は
弥
三
兵
衛
に
よ
る
請
負
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
実
態
は
、
沼
津
藩
に
よ
っ
て
も
了
解
さ
れ
て
い
た
。
弥
三
兵
衛
が
記
し
た
日

（
９
）
記
の
天

保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
三
月
三
日
条
に
、
沼
津
藩
代
官
小
林
要
造
と
奉
行
三
浦
小
平
太
か
ら
、

戸
田
村
分
一
は
弥
三
兵
衛
請
負
と
す
る
旨
の
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
前
提
と
し
て
、
弥
三
兵
衛
か
ら
請
負
の
継
続
を
求
め
る
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
と

き
代
官
小
林
は
、「
戸
田
村
御
分
一
之
儀
ハ
村
請
負
と
申
ニ
者
無
之
、
弥
三
兵
衛
受
負
御
分
一
ニ

有
之
候
間
其
段
心
得
違
無
之
様
相
心
得
居
可
申
候
様
」
に
と
述
べ
た
後
、「
当
年
之
儀
ハ
御
分
一

処
々
年
季
詰
、
増
永
等
被
仰
付
候
得
共
、
其
方
之
儀
ハ
格
別
之
事
ニ
付
先
規
之
通
被
仰
付
候
」
と

付
け
加
え
た
。
こ
の
年
、
沼
津
藩
領
の
多
く
の
村
で
は
、
七
年
季
の
分
一
請
負
が
年
季
の
切
替
を

迎
え
て
お
り
、
増
永
な
ど
が
命
じ
ら
れ
た
が
、
戸
田
村
の
場
合
は
実
質
的
に
弥
三
兵
衛
に
よ
る
請

負
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
請
負
が
特
別
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
ま
ま
で
の
継
続
が
認
め
ら

れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
か
ら
、
戸
田
村
の
分
一
請
負
は
、
弥
三
兵
衛
に
よ

る
請
負
で
あ
っ
た
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

嘉
永
六
年
の
分
一
請
負
争
論

村
方
は
嘉
永
六
年
が
年
季
の
切
替
時
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
分
一
請
負
の
内
実
を
弥
三

兵
衛
に
よ
る
請
負
か
ら
名
主
に
よ
る
請
負
に
変
更
し
よ
う
と
画
策
し
た
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
は
名

主
周
助
が
、
弥
三
兵
衛
に
よ
る
沼
津
藩
へ
の
願
書
に
奥
書
を
書
く
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

弥
三
兵
衛
は
、
年
季
切
れ
が
迫
っ
た
十
月
上
旬
に
沼
津
に
行
き
、
役
人
に
内
々
に
意
向
を
尋
ね
る

と
、「
村
方
�
請
負
申
度
由
願
出
候
迚
茂
、
御
分
一
旧
来
請
負
之
儀
ニ
付
、
外
請
負
之
儀
申
付
間

敷
哉
」
と
の
回
答
を
得
て
一
旦
は
安
心
し

（
１０
）
た
。
し
か
し
村
方
か
ら
も
惣
代
の
も
の
が
沼
津
に
行
っ

て
嘆
願
を
続
け
、
沼
津
役
所
の
白
洲
や
郷
宿
に
お
い
て
説
得
を
受
け
た
が
譲
ら
な
か
っ
た
。
村
方

が
沼
津
藩
役
人
に
主
張
し
た
内
容
は
、
分
一
運
上
上
納
は
、
本
来
名
主
請
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
弥
三
兵
衛
が
名
主
を
罷
免
さ
れ
た
こ
と
が
、
分
一
請
負
争
論
を
引
き
起
こ
す
直
接
の
原

因
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

弥
三
兵
衛
と
し
て
は
、
請
負
が
「
弥
三
兵
衛
之
手
放
れ
候
儀
者
万
一
ニ
（
マ
マ
）

茂
も
無
之
」
と
考
え
て

お
り
、
ま
た
「
無
拠
儀
ニ
而
御
上
様
ニ
而
御
手
浦
与
御
定
有
之
候
上
ニ
而
も
、
賄
方
者
弥
三
兵
衛

へ
被
仰
付
候
儀
者
明
白
」、
つ
ま
り
請
負
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
沼
津
藩
直
営
の
御
手
浦
と
な
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
差
配
は
弥
三
兵
衛
が
担
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
実
質
的
に
は
何
ら
変
わ
り
が
な

い
と
予
想
し
て
い
た
。
し
か
し
争
論
が
長
引
く
こ
と
を
嫌
っ
た
弥
三
兵
衛
は
、
か
ね
て
の
腹
案
を

実
現
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
、
争
論
で
の
妥
協
点
を
探
っ
た
。

弥
三
兵
衛
が
義
作
に
送
っ
た
手
紙
に
は
、「
表
向
為
取
替
証
文
御
分
一
請
負
已
来
永
続
之
廉
ニ

相
成
候
へ
ハ
、
蝦
ニ
而
鯛
ヲ
釣
候
訳
ニ
而
永
代
之
株
相
成
候
」
と
記
さ
れ
、
義
作
も
こ
れ
を
支
持

し
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
争
論
の
内
済
証
文
に
、
分
一
請
負
が
勝
呂
家
の
永
続
の
株
と
記
さ

れ
る
こ
と
が
念
願
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
分
一
請
負
は
、
主
と
し
て
漁
場
利
用
に
関
わ

る
浜
方
分
一
を
対
象
と
し
た
こ
と
が
、
次
の
よ
う
な
弥
三
兵
衛
に
よ
る
義
作
宛
の
手
紙
か
ら
わ
か

る
。

【
史
料
３
】

ト
ヾ
之
詰
り
者
村
方
江
茂
趣
意
を
付
、
惣
代
之
も
の
も
帰
村
相
成
候
様
ニ
不
致
ハ
、
余
り
此
方
存

分
過
候
歟
、
左
候
ハ
ヽ
か
ね
て
最
初
内
談
も
致
候
山
方
出
物
之
分
ハ
、
此
方
ニ
而
も
あ
ま
り
望
居

候
こ
と
と
申
ニ
茂
無
之
候
間
、
山
方
を
村
方
へ
趣
意
ニ
投
出
し
、
漁
方
ヲ
永
株
ニ
致
候
ハ
ヽ
此
方

存
分
ニ
有
之
候

こ
れ
は
十
一
月
九
日
頃
に
、
内
済
を
目
前
と
し
た
弥
三
兵
衛
が
沼
津
で
記
し
た
手
紙
の
内
容
だ

が
、
村
方
に
一
定
度
譲
歩
す
る
こ
と
が
、
争
論
を
早
く
決
着
さ
せ
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
表
面
上
示
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し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
本
当
の
狙
い
は
、
浜
方
分
一
の
請
負
を
永
続
の
株
と
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
し
か
も
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
義
作
に
も
相
談
済
み
で
あ
っ
た
こ

と
が
「
か
ね
て
最
初
内
談
も
致
候
」
と
い
う
部
分
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。
つ
ま
り
弥
三
兵
衛
、
義

作
と
い
っ
た
勝
呂
家
の
歴
代
当
主
に
と
っ
て
、
浜
方
分
一
請
負
の
継
続
・
独
占
こ
そ
が
何
よ
り
も

重
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
争
論
は
、
十
一
月
二
二
日
に
沼
津
役
所
に
お
い
て
「
山
方
村
受
、
海
方
弥
三
兵
衛
受
ケ
」

と
申
し
渡
さ
れ
解
決
し
た
。
そ
の
際
村
と
弥
三
兵
衛
と
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
証
文
で
は
、

「
海
方
者
弥
三
兵
衛
永
々
請
負
之
規
定
ニ
相
成
」
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
結
果
と
し
て
、
勝

呂
家
が
理
想
と
し
た
内
容
に
落
ち
着
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

分
一
運
上
請
負
と
紀
州
藩

次
に
、
よ
う
や
く
本
題
と
も
な
る
が
、
こ
の
争
論
に
あ
た
っ
て
、
勝
呂
家
が
沼
津
藩
に
内
々
に

提
出
し
た
願
書
と
思
わ
れ
る
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
紀
州
藩
と
の
関
係
が
簡
潔
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
長
文
に
な
る
が
引
用
し
て
み
よ
う
。

【
史
料

（
１１
）
４
】

（
竪
冊
表
紙
）「

上

他
見
無
用内

願
書

」

乍
恐
書
付
ヲ
以
奉
歎
願
候

豆
州
君
沢
郡
戸
田
村
儀
作
并
悴
弥
三
兵
衛
奉
歎
願
候
、
先
年
長
脇
指
横
行
致
候
節
弥
三
兵
衛
不
行

届
之
儀
有
之
、
蒙
御
咎
名
主
役
儀

御
取
放
ニ
相
成
奉
恐
入
候
、
尤
御
分
一
之
義
ハ
旧
来
之
通
差

配
可
仕
旨
被

仰
渡
無
此
上
御
仁
恵
之
程
難
有
仕
合
奉
存
候
、
猶
又
去
ル
子
年
中
格
別
之
御
慈
悲

ヲ
以
義
作
義
村
方
取
締
役
被

仰
付
冥
加
至
極
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
就
而
者
御
奉
公
筋
ニ
茂

相
成
候
義
ハ
乍
不
調
法
相
勤
度
心
配
罷
在
申
候
、
然
ル
処
此
節
ニ
至
私
方
ニ
而
往
古
よ
り
御
請
負

罷
在
候
村
方
出
物
御
分
一
之
義
当
丑
御
年
限
御
切
替
ニ
付
、
村
方
小
前
内
ニ
而
何
か
存
寄
有
之
候

哉
申
合
候
者
有
之
候
而
右
御
分
一
村
請
負
ニ
い
た
し
可
申
と
の
義
相
企
、
其
段
周
助
方
へ
申
出
候

ニ
付
同
人
よ
り
私
旧
来
御
請
負
之
儀
且
村
規
定
等
茂
有
之
候
儀
ニ
付
、
其
段
ヲ
以
小
前
内
之
も
の

へ
利
解
申
聞
呉
候
得
共
一
円
不
相
用
、
無
拠
其
段
名
主
周
助
よ
り
私
方
へ
申
出
之
当
惑
仕
候
、
然

ル
処
御
分
一
之
儀
ハ
往
古
よ
り
私
御
請
負
仕
来
り
候
義
ニ
付
、
此
段
乍
恐
奉
歎
願
候
者
当
村
御
分

一
山
方
之
儀
者
御
相
給
入
合
ニ
御
座
候
処
、
連
々
不
取
締
ニ
相
成
年
々
御
上
納
之
義
も
弁
納
仕
候

儀
ニ
付
、
去
ル
天
保
十
一
子
年
御
領
分
御
相
給
村
役
人
長
百
姓
一
同
参
会
村
方
取
締
規
定
相
立
申

候
、
浜
方
之
儀
ハ
元
よ
り
漁
業
株
式
茂
相
立
居
候
而
私
方
由
緒
有
之
候
事
故
往
古
よ
り
浜
方
を
差

配
仕
候
義
ニ
御
座
候
、
右
由
緒
と
申
候
儀
ハ
寛
永
之
度
江
戸

御
本
丸
御
城
御
普
請
中
諸
御
大
名

様
方
右
之
御
普
請
御
手
伝
ひ
被
為
遊
候
節
、
私
先
代
之
義
ハ
紀
州
様
へ
御
召
抱
ニ
相
成
、
当
村
方

へ
御
石
場
御
定
有
之
、
右
御
石
伐
出
江
戸
運
送
御
用
一
式
御
賄
被

仰
付
候
、
其
節
乍
恐
紀
州

御
先
祖

南
龍
院
様
御
乗
船
萬
年
丸
・
千
年
丸
与
唱
候
御
廻
船
弐
艘
有
之
、
右
之
内
千
年
丸
之
方

御
本
丸
御
普
請
中
御
石
江
戸
運
送
乗
廻
し
方
差
配
被

仰
付
候
処
、
御
城
茂
御
普
請
御
成
就
之
上

打
続

御
館
様
御
普
請
茂
有
之
、
明
暦
年
中
迄
皆
御
出
来
仕
、
明
暦
二
申
年
右
御
手
船
千
年
丸
を

私
先
代
弥
三
兵
衛
江
御
拝
領
被
仰
付
永
々
其
侭
乗
廻
し
可
申
候
様
被

仰
渡
候
儀
ニ
御
座
候
得
共
、

右
御
船
乗
廻
し
候
ニ
者
水
主
船
唄
を
う
た
ひ
候
儀
不
存
候
而
ハ
年
々
正
月
二
日
乗
初
之
式
致
候
義

相
成
兼
、

御
館
様
ニ
お
ゐ
て
ハ
御
召
抱
之
水
主
之
内
船
唄
御
掛
り
役
も
御
座
候
得
共
、
私
手
船

と
相
成
候
而
ハ
水
主
定
乗
抔
と
申
儀
ハ
中
々
出
来
不
申
儀
ニ
付
、
依
之
村
方
居
附
之
浜
方
漁
業
之

者
へ
紀
州
御
船
手
よ
り
船
唄
伝
へ
置
候
ハ
ヽ
永
続
い
た
し
、
乗
初
式
茂
相
勤
可
申
由
ニ
而
御
船
手

方
�
私
差
配
仕
候
漁
業
之
者
へ
御
相
伝
被
下
、
明
暦
年
中
�
尓
今
船
唄
茂
不
崩
相
伝
り
永
続
仕
、

御
拝
領
押
廻
し
と
唱
候
廻
船
之
儀
ハ
商
船
と
違
ひ
候
造
り
方
ニ
御
座
候
、
年
々
正
月
二
日
乗
初

之
節
ハ

御
館
様
�
塩
鯨
二
貫
目
宛
永
々
被
下
置
、
同
日
ハ
漁
業
之
者
私
方
へ
打
寄
乗
初
之
式
并

紀
州
熊
野
浦
ニ
而
鯨
突
之
式
相
済
祝
儀
盃
事
仕
候
節
拝
領
之
鯨
為
致
頂
戴
、
右
吉
例
無
滞
相
済
候

段
江
戸
赤
坂
紀
州
御
勘
定
所
江
年
々
御
届
申
上
候
儀
ニ
御
座
候
、
右
往
古
よ
り
浜
方
を
差
配
仕
浜

方
御
分
一
之
義
も
御
請
負
御
年
限
ハ
御
座
候
得
共
、
往
古
よ
り
他
請
負
と
申
儀
ハ
無
御
座
旧
来
私

方
ニ
而
差
配
致
候
義
村
方
ニ
而
も
一
統
心
得
罷
在
候
間
、
前
条
奉
申
上
候
去
ル
子
年
村
方
一
同
連

印
仕
候
規
定
書
ニ
茂
永
年
御
請
負
と
申
文
言
有
之
候
儀
眼
前
之
証
拠
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
先
般
弥

三
兵
衛
名
主
役
義
も
御
取
放
ニ
相
成
候
義
者
当
国
中
江
茂
取
計
不
行
届
不
調
法
仕
候
義
相
知
何
共

可
申
様
も
無
之
奉
恐
入
候
儀
ニ
御
座
候
、
又
候
御
分
一
御
請
負
方
迄
茂
御
取
放
相
成
候
而
ハ
猶
又

外
聞
ニ
茂
相
抱
り
、
且
前
文
奉
申
上
候

紀
州

御
館
様
由
緒
以
来
漁
業
之
者
差
配
不
相
成
候
而

ハ
漁
師
共
縁
も
忽
相
切
何
共
歎
敷
義
ニ
奉
存
候
、
是
迄
紀
州
御
勘
定
様
方
御
石
場
御
見
分
之
節
ハ

漁
業
之
者
御
呼
被
遊
右
船
唄
茂
往
古
之
通
相
守
候
様
為
唄
御
聞
被
遊
候
義
先
例
ニ
御
座
候
、
私
浜

方
差
配
不
仕
候
様
相
成
候
而
ハ
其
段
茂
如
何
心
得
ニ
相
成
可
申
哉
ニ
奉
存
候
、
私
出
物
御
分
一
御

請
負
之
儀
ハ
利
欲
ニ
相
抱
り
候
義
無
御
座
候
、
夫
故
旧
来
御
分
一
取
立
方
之
儀
聊
無
利
成
取
立
不

仕
候
様
仕
来
候
者
代
々
申
伝
へ
ニ
御
座
候
、
前
々
奉
申
上
候
漁
師
共
之
義
ハ
私
方
対
し
旧
来
厚
キ

因
ミ
有
之
候
事
故
是
迄
度
々
困
窮
之
節
ハ
如
何
様
ニ
茂
心
配
い
た
し
候
義
ニ
御
座
候
、
既
去
々
亥
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年
不
漁
ニ
而
漁
師
共
一
統
暮
方
差
支
候
ニ
付

御
上
様
江
御
拝
借
奉
願
上
呉
候
様
私
方
へ
申
出

候
得
共
、
是
迄
莫
太
之
蒙
御
仁
恵
弥
ケ
上
之
願
奉
恐
入
候
儀
ニ
付
金
五
拾
両
他
借
仕
候
而
漁
業
之

者
取
続
方
茂
い
た
し
心
配
仕
候
儀
ニ
御
座
候
、
右
之
次
第
ニ
付
往
古
�
御
分
一
他
請
ニ
相
成
候
義

無
御
座
候
、
何
卒

御
憐
愍
ヲ
以
旧
来
之
通
私
へ
御
請
負
被

仰
付
被
成
下
置
候
様
奉
歎
願
候
、

御
賢
慮
被
為
訳

御
聞
召
幾
重
ニ
茂

御
慈
悲
之
程
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上

嘉
永
六
丑
年
十
月

豆
州
君
沢
郡
戸
田
村

出
物
御
分
一
請
負
人

弥
三
兵
衛

同
人
父

儀
作

右
の
史
料
に
は
宛
先
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
考
え
て
沼
津
藩
宛
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
次
の
諸
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。

�
沼
津
藩
に
対
し
て
弥
三
兵
衛
は
勝
呂
と
い
う
苗
字
を
名
乗
っ
て
い
な
い
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て

紀
州
藩
に
差
し
出
し
た
書
付
に
は
勝
呂
姓
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
勝
呂
と
い
う
苗
字
を
名
乗
る

こ
と
が
、
紀
州
藩
か
ら
は
許
可
さ
れ
た
が
、
沼
津
藩
か
ら
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
読
み

と
れ
る
。

�
勝
呂
家
で
は
、
村
側
の
嘆
願
内
容
を
分
一
の
村
請
願
い
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
勝

呂
家
で
は
、
古
来
か
ら
の
戸
田
村
に
お
け
る
分
一
請
負
の
あ
り
よ
う
を
、
勝
呂
家
に
よ
る
個
人

的
な
請
負
と
考
え
て
お
り
、
史
料
１
に
あ
っ
た
よ
う
な
村
請
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
え

る
。
史
料
１
に
あ
っ
た
「
村
請
負
」
と
は
き
わ
め
て
皮
相
的
な
表
現
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
態
が

弥
三
兵
衛
に
よ
る
請
負
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

�
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
の
年
季
切
替
時
に
、
戸
田
村
全
体
で
分
一
請
負
に
関
す
る
議
定
が

結
ば
れ
た
こ
と
。
こ
の
議
定
の
作
成
契
機
は
、
山
方
分
一
が
相
給
の
旗
本
小
笠
原
家
領
分
の
百

姓
か
ら
も
徴
収
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
議
定
に
は
「
貴
家
ニ
而
永
年
御
請
負
又
山
海

共
以
来
故
障
無
之
ト
申
文
言
」
が
あ
っ
た
と
い

（
１２
）
う
。
つ
ま
り
村
内
で
は
、
名
主
で
あ
る
勝
呂
家

が
分
一
運
上
上
納
を
個
人
で
永
遠
に
請
け
負
う
こ
と
が
了
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
も
村
請
の
内
実
が
弥
三
兵
衛
請
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

�
勝
呂
家
と
紀
州
藩
と
の
関
わ
り
の
初
発
は
、
寛
永
期
の
江
戸
城
修
築
の
際
に
、
紀
州
藩
の
石
切

り
出
し
場
所
と
し
て
戸
田
村
が
選
ば
れ
、
そ
の
石
場
管
理
を
勝
呂
家
が
担
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

じ
つ
は
紀
州
藩
か
ら
は
、
石
場
預
役
と
し
て
苗
字
帯
刀
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る（
後
掲
史
料
６
）。

江
戸
城
の
石
垣
普
請
に
伊
豆
石
が
多
量
に
切
り
出
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
東
伊
豆
で
は
賄

い
き
れ
ず
、
そ
の
対
象
は
西
伊
豆
の
戸
田
村
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

�
ま
た
勝
呂
家
は
石
場
の
管
理
の
み
な
ら
ず
、
石
を
輸
送
し
た
紀
州
藩
船
千
年
丸
を
拝
領
し
手
船

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
船
は
修
復
し
な
が
ら
勝
呂
家
が
天
保
期
に
至
る
ま
で
持
ち
続
け
た

と
い
う
（
後
掲
史
料
６
）。
さ
ら
に
手
船
と
す
る
に
あ
た
っ
て
、
千
年
丸
を
運
航
し
た
紀
州
藩

の
御
船
手
（
常
雇
の
水
主
）
か
ら
、
新
た
に
勝
呂
家
の
手
船
の
水
主
と
な
っ
た
戸
田
村
漁
民
が

船
唄
を
教
わ
り
、
正
月
二
日
に
行
わ
れ
る
乗
り
始
め
の
儀
式
で
は
幕
末
期
に
も
漁
民
が
そ
の
船

唄
を
唄
っ
た
こ
と
。
ま
た
こ
の
乗
り
始
め
の
儀
式
に
あ
た
っ
て
、
紀
州
藩
か
ら
下
付
さ
れ
た
塩

鯨
を
漁
民
に
も
分
配
し
、
こ
れ
を
共
食
す
る
こ
と
で
お
祝
い
し
た
こ
と
。
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で

も
由
緒
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
う
し
た
由
緒
に
も
と
づ
い
た
勝
呂
家
と
戸
田
村
漁
民
と
の
関
係
は
、

（
勝
呂
家
か
ら
み
れ
ば
）
幕
末
期
に
も
維
持
さ
れ
て
い
た
。

�
漁
民
と
の
こ
う
し
た
関
係
に
も
と
づ
い
て
浜
方
分
一
の
請
負
は
勝
呂
家
が
世
襲
し
て
お
り
、
容

易
に
村
請
に
変
更
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
と
勝
呂
家
は
考
え
た
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
右

の
よ
う
な
勝
呂
家
と
紀
州
藩
と
の
近
世
初
期
の
関
係
が
、
幕
末
期
の
戸
田
村
内
で
は
勝
呂
家
と

漁
民
と
の
関
係
を
下
支
え
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
勝
呂
家
が
浜
方
分
一
を
請
け
負
う
根
拠
と
も

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
戸

田
村
の
出
物
分
一
運
上
は
、
か
つ
て
「
他
所
請
」
と
な
っ
た
時
期
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

勝
呂
家
は
、
す
く
な
く
と
も
寛
永
期
か
ら
一
貫
し
て
出
物
分
一
運
上
の
請
負
を
継
続
し
た
わ
け

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
右
の
う
ち
、
�
の
塩
鯨
が
紀
州
藩
か
ら
下
付
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
文
政
十
三
（
一

八
三
〇
）
年
に
弥
三
兵
衛
が
紀
州
藩
に
こ
れ
を
嘆
願
し
て
以
降
実
現
し
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
寛

永
期
か
ら
継
続
し
た
関
係
で
は
な
い
。
文
政
十
三
年
に
弥
三
兵
衛
は
、
漁
民
が
正
月
二
日
に
鯨
突

き
の
儀
式
を
行
っ
た
の
ち
勝
呂
家
で
行
わ
れ
る
祝
宴
の
場
に
、
紀
州
藩
か
ら
下
付
さ
れ
た
具
体
的

な
モ
ノ
が
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
、
塩
鯨
の
下
付
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
文
政
十
三
年
以

前
は
「
有
合
之
魚
ヲ
鯨
と
唱
へ
祝
儀
」
を
行
っ
て
き
た
が
、
で
き
れ
ば
「
御
国
産
鯨
少
々
宛
載
せ
」

た
い
の
で
下
付
し
て
欲
し
い
と
嘆
願
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ

（
１３
）
る
。
こ
う
し
た
行
為
は
、

紀
州
藩
と
勝
呂
家
と
の
特
殊
な
関
係
を
、
村
の
漁
民
と
の
関
係
の
な
か
に
可
視
的
に
持
ち
込
む
こ

と
で
、
勝
呂
家
が
漁
民
を
編
成
し
漁
業
秩
序
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
関
係
を
強
化
し
よ

う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
右
で
み
た
勝
呂
家
の
由
緒
は
、
勝
呂
家
に
よ
っ
て
近
世

後
期
に
新
た
に
創
造
、
秩
序
化
さ
れ
た
部
分
を
含
ん
で
お
り
、
必
ず
し
も
事
実
ば
か
り
と
は
限
ら
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な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
嘆
願
の
結
果
、
浜
方
分
一
の
請
負
の
み
沼
津
藩
に
よ
っ

て
継
続
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
紀
州
藩
と
の
間
に
形
成
さ
れ
た
由
緒
関
係
は
、
勝
呂
家

が
戸
田
村
内
で
自
家
の
位
置
を
確
認
、
維
持
し
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
の
要
素
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。

２

天
保
期
の
勝
呂
家
と
紀
州
藩

石
場
預
役
の
実
態

次
に
、
勝
呂
家
と
紀
州
藩
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
旧
稿
で
扱
っ
た
天
草
集
荷
の
請
負
が
行
わ
れ

た
天
保
期
後
半
に
限
定
し
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
勝
呂
家
に
と
っ
て
紀
州
藩
と
の
関
係

が
生
ま
れ
た
原
点
に
あ
た
る
石
丁
場
に
つ
い
て
、
天
保
期
の
動
向
を
み
て
み
よ
う
。
弥
三
兵
衛
の

日
記
の
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
三
月
十
一
日
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ

（
１４
）
る
。

【
史
料
５
】

苅
谷
氏
�
新
七
殿
来
ル

自
分
御
預
り
御
石
場
た
く
ミ
山
ニ
而
間
地
切
出
、
御
益
筋
ニ
も
相
成
候
様
致
度

右
願
書
之
趣
ハ
た
く
ミ
山
ニ
而
間
地
切
出
し
之
上
、
尺
四
五
間
地
百
本
御
献
石
い
た
し
、
切
出
候

間
地
ハ
築
地
御
屋
敷
へ
揚
置
、
元
直
段
ニ
而
御
買
上
ケ
ニ
相
成
候
様
い
た
し
度
、
夫
ニ
丸
石
百
本

御
上
納
い
た
し
申
度
と
の
願
書
別
紙
ニ
ア
リ

右
願
書
苅
谷
氏
へ
懸
御
目
申
候
処
御
加
筆
被
下
候
事
、
新
七
殿
同
道
ニ
而
苅
谷
氏
へ
上
ル

こ
の
と
き
江
戸
に
い
た
弥
三
兵
衛
は
、
自
分
が
管
理
す
る
戸
田
村
の
石
場
（
た
く
み
山
）
か
ら

間
地
石
を
切
り
出
し
、
丸
石
と
と
も
に
紀
州
藩
の
江
戸
屋
敷
に
献
納
し
た
い
と
い
う
内
容
の
願
書

を
苅
谷
又
七
に
示
し
、
加
筆
ま
で
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
願
書
は
十
四
日
に
、
苅
谷
か
ら
勘
定
組

頭
松
本
立
助
に
渡
さ
れ
、
担
当
の
大
橋
八
郎
に
ま
で
内
容
が
伝
わ
っ
て
い

（
１５
）
る
。
そ
こ
で
こ
の
願
書

を
み
て
み
よ
う
。

【
史
料
（
１６
）
６
】

乍
恐
書
附
を
以
奉
願
上
候

豆
州
君
沢
郡
戸
田
村
御
石
場
預
勝
呂
弥
三
兵
衛
奉
願
上
候
、
私
奉
預
候
同
所
御
石
場
之
儀
者
、
往

古
御
本
丸
御
城
御
普
請
之
砌
豆
州
・
相
州
両
国
於
村
々
諸
大
名
様
方
御
石
場
御
定
御
石
切
出
被
遊
、

大
船
ニ
而
江
戸
表
江
廻
石
ニ
相
成
賑
々
敷
諸
侯
様
方
花
や
か
成
運
送
仕
候
御
事
之
由
申
伝
ニ
御
座

候
処
、
御
館
様
之
御
儀
者
格
別
外
御
大
名
様
方
之
御
儀
者
其
節
限
ニ
而
、
只
今
ニ
而
者
御
称
号
御

石
切
出
之
場
所
ニ
而
唱
候
而
已
、
御
石
場
之
定
候
儀
者
無
御
座
候
得
共
、

御
館
様
ニ
而
者

永
々
御
石
場
之
御
定
被
遊
、
私
先
代
江
御
石
場
預
役
被

仰
付
永
々
苗
字
帯
刀
其
外
品
々
奉
蒙

御
免
、
其
砌
御
石
場
積
船
之
儀
も
押
廻
造
千
歳
丸
与
唱
候
御
手
船
御
造
立
ニ
而
私
先
代
江
御
石
御

掛
一
式
被
仰
付
、
寛
永
年
中
専
御
切
出
御
城
御
普
請
御
出
来
御
用
無
滞
相
勤
候
段
御
誉
之
上
、
明

暦
二
申
年
右
御
船
其
侭
永
々
乗
廻
し
可
申
候
様
拝
領
被
仰
付
候
儀
ニ
而
、
只
今
迄
私
方
ニ
而
修
覆

造
立
仕
永
続
持
伝
へ
罷
﹇

﹈
浦
々
者
勿
論
相
州
浦
賀
御
番
所
等
従
往
古
﹇

﹈
候
儀
ニ
御

座
候
、
右
御
船
年
々
乗
初
之
節
者
飾
り
を
付
御
せ
き
と
唱
又
小
は
や
と
も
申
水
主
浦
方
之
も
の
一

同
乗
込
、
明
暦
之
度
�
相
伝
り
候
船
唄
を
う
た
ひ
鯨
を
突
真
似
を
い
た
し
村
方
一
日
之
祭
礼
従
往

古
例
年
仕
来
ニ
御
座
候
処
、
先
年
竹
田
半
之
右
衛
門
様
御
石
場
為
御
見
分
被
為
御
入
候
節
、
御
せ

き
小
は
や
之
様
子
船
唄
□
御
聞
被
遊
候
処
御
国
御
祭
礼
之
模
様
振
ニ
相
違
無
之
由
被
仰
聞
、
其
段

御
達
ニ
相
成
夫
�
年
々
御
鯨
頂
戴
被
仰
付
候
御
儀
ニ
相
成
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
寛
永
之

度
彦
坂
九
兵
衛
様
�
之
御
状
其
外
様
方
御
状
数
通
所
持
仕
罷
在
候
、
先
年
者
親
子
共
御
目
見
被
仰

付
候
得
共
当
時
ハ
御
目
見
不
仕
、

御
殿
様
御
通
行
之
砌
ハ
東
海
道
三
島
・
沼
津
両
宿
之
内
御

旅
館
節
御
機
嫌
窺
罷
出
御
目
録
奉
頂
戴
、
何
朝
累
代
家
名
相
続
仕
候
儀
偏
御
威
光
与
重
々
冥
加
至

極
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
其
後
追
々
御
石
御
用
向
も
相
勤
私
世
代
ニ
相
成
候
而
者
、
寛
政
年
中
御

石
場
為
御
見
分
桂
義
三
郎
様
御
越
被
遊
、
其
後
湯
川
善
八
郎
様
□
□
助
右
衛
門
様
御
見
分
被
為
御

入
候
節
御
石
場
預
之
訳
柄
も
猶
又
御
取
調
有
之
、
文
政
五
午
年
戸
田
村
之
儀
水
野
出
羽
守
様
御
領

分
御
引
渡
ニ
相
成
御
石
場
之
場
所
迄
御
同
家
様
地
内
ニ
相
成
候
間
、
御
太
切
之
御
石
場
之
儀
ニ
付

其
段
乍
恐
書
附
を
以
奉
申
上
候
処
、
書
面
ニ
而
者
難
分
候
間
出
府
之
上
い
さ
ゐ
可
申
上
旨
御
召
状

ニ
而
早
速
出
府
仕
右
之
趣
奉
申
上
候
儀
ニ
御
座
候
、
然
ル
処
石
井
伝
左
衛
門
様
・
湯
川
善
八
郎
様

被
仰
聞
候
者
従
往
古
御
石
場
預
ニ
而
家
名
相
続
致
候
儀
ニ
付
、
此
度
何
か
一
廉
当
時
之
趣
意
茂
有

之
候
ハ
ヽ
取
扱
も
致
遣
し
可
申
と
存
居
候
処
、
此
節
御
庭
吹
井
戸
漱
玉
泉
井
戸
側
御
取
替
ニ
付
右

井
戸
側
奉
差
上
候
様
致
度
、
尤
御
買
上
ケ
と
申
候
儀
ハ
子
細
無
之
事
ニ
候
得
共
御
献
上
と
申
候
而

者
容
易
不
相
成
儀
ニ
候
間
何
れ
御
窺
之
上
可
申
付
候
、
其
段
兼
而
心
得
罷
在
候
様
被
仰
聞
岡
本
勘

右
衛
門
様
江
茂
度
々
御
目
通
も
仕
難
有
奉
承
知
、
右
漱
玉
泉
井
戸
側
之
儀
者
仕
立
方
手
薄
之
御
品

御
座
候
ニ
付
、
石

合
相
改
石
工
江
申
付
再
三
仕
直
御
窺
茂
相
済
奉
献
上
候
儀
御
座
候
、
同
申
年

相
州
御
石
場
米
神
岩
両
村
御
石
場
為
御
見
分
中
里
八
之
進
様
御
廻
村
被
遊
候
間
、
私
江
案
内
致
右

両
村
御
石
場
等
迄
見
分
致
置
候
様
被
仰
付
候
御
儀
ニ
付
小
田
原
宿
迄
御
出
迎
相
州
御
石
場
御
案
内

仕
、
夫
�
私
方
御
石
場
御
見
分
被
遊
候
処
私
方
御
石
場
之
儀
者
中
々
手
広
之
場
所
ニ
付
、
此
度
麹

町
御
屋
敷
御
普
請
石
御
用
ニ
付
戸
田
御
石
場
�
切
出
致
度
、
此
度
御
石
之
儀
者
大
造
成
御
用
筋

﹇

﹈
石
工
相
働
御
用
相
勤
可
申
候
様
被
仰
付
候
処
、
伝
左
衛
門
様
・
善
八
郎
様
・
八
之
進
様
御
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内
々
被
仰
聞
候
御
儀
も
有
之
候
ニ
付
何
分
相
働
御
奉
公
仕
度
段
申
上
、
其
節
私
存
念
書
奉
差
上
石

工
船
手
共
精
々
掛
合
詰
仕
直
段
付
奉
差
上
、
従
往
古
御
石
場
預
為
冥
加
猶
又
其
上
壱
割
半
方
引
仕

相
働
麹
町
御
普
請
御
用
奉
相
勤
、
其
後
青
山
御
殿
・
赤
坂
御
殿
御
普
請
丸
石
御
用
度
々
被
仰
付
候

節
々
運
送
相
働
、
其
外
臨
時
御
急
之
御
入
用
筋
も
有
之
候
得
共
、
私
儀
ハ
相
州
御
石
場
預
と
者
相

違
仕
平
日
石
工
渡
世
不
仕
、
殊
ニ
海
上
隔
候
事
故
急
束
之
御
間
ニ
合
兼
候
御
儀
も
有
之
、
且
急
御

用
御
切
出
被
遊
候
得
者
石
工
船
積
等
自
然
与
諸
掛
多
相
成
奉
恐
入
候
儀
ニ
付
、
此
度
私
存
付
之
儀

者
戸
田
御
石
場
五
ケ
所
之
内
字
柳
か
久
保
と
申
所
者
至
而
御
手
広
其
上
石

も
宜
、
い
か
程
大
造

成
御
用
被
仰
付
候
而
茂
御
差
支
無
御
座
御
場
所
ニ
而
、
外
四
ケ
所
者
寛
永
年
中
御
切
出
之
後
ハ
御

石
場
与
唱
候
而
已
ニ
相
成
有
之
、
然
ル
処
四
ケ
所
之
内
た
く
ミ
山
与
申
所
ニ
石
筋
宜
可
有
之
哉
ニ

見
受
候
場
所
有
之
候
間
石
工
共
業
体
手
透
々
を
見
合
雇
入
為
試
間
地
石
為
切
出
、
且
丸
石
も
中
々

難
取
尽
程
之
儀
ニ
付
両
様
取
合
私
手
船
江
戸
表
江
諸
荷
物
積
下
り
候
節
々
下
積
ニ
仕
候
而
、
築
地

御
屋
敷
内
御
差
支
不
相
成
御
場
所
江
水
揚
仕
置
、
石
工
手
間
賃
諸
掛
り
共
元
入
用
積
書
差
上
置
候

様
可
仕
候
間
、
元
入
用
丈
ケ
之
代
金
を
以
御
買
上
ケ
被
成
下
置
候
得
者
乍
聊
御
益
筋
ニ
茂
可
相
成

哉
ニ
奉
存
候
、
尤
前
段
申
上
候
通
石
工
共
手
透
々
を
見
合
下
直
ニ
工
料
相
払
手
船
出
帆
之
節
々
下

積
運
送
仕
候
儀
ニ
付
、
過
急
之
御
用
被
仰
付
候
而
茂
御
差
支
不
相
成
儀
ニ
御
座
候
間
、
畢
竟
御
余

慶
之
御
備
石
之
御
趣
意
を
以
当
子
�
来
辰
迄
五
ケ
年
之
間
右
取
扱
方
被
仰
付
度
、
追
々
切
出
運
送

仕
候
而
御
用
残
石
相
嵩
置
場
御
差
支
之
時
々
ハ
於
御
当
地
御
定
法
を
以
売
払
候
様
仕
度
、
右
願
之

通
御
聞
済
被
成
下
置
候
ハ
ヽ
御
石
場
為
冥
加
壱
ケ
年
ニ
間
地
石
面
壱
尺
四
五
寸
拾
弐
尺
壱
寸
百
本
、

丸
石
者
横
差
壱
尺
弐
三
寸
�
四
五
寸
迄
百
本
都
合
弐
百
本
宛
築
地
御
屋
敷
江
水
上
奉
献
上
度
、
其

余
当
時
御
入
用
之
向
も
被
為
在
候
ハ
ヽ
元
諸
入
用
積
立
直
段
を
以
御
用
奉
相
勤
度
、
乍
恐
御
石
場

所
御
見
分
之
上
願
之
通
被
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
重
々
難
有
仕
合
奉
存
候
、
仍
而
此
段
偏
奉
願
上
候
、

以
上

天
保
十
一
子
年
三
月

豆
州
戸
田
村

御
石
場
預弥

三
兵
衛

ま
ず
右
の
史
料
で
は
す
で
に
検
討
し
た
勝
呂
家
の
紀
州
藩
に
関
わ
る
由
緒
が
書
き
列
べ
ら
れ
る
。

紀
州
藩
が
勝
呂
家
の
先
祖
を
戸
田
村
の
石
場
預
役
に
任
命
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
代
々
苗
字
帯
刀
が

許
可
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
勝
呂
家
は
、
領
主
で
あ
る
沼
津
藩
か
ら
で
は
な
く
、
紀
州
藩

か
ら
石
場
預
役
と
い
う
地
位
を
前
提
に
し
て
苗
字
帯
刀
を
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
紀
州
藩

の
石
丁
場
は
戸
田
村
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
江
戸
に
近
い
相
州
の
米
神
村
と
岩
村
に
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
読
み
と
れ

（
１７
）

る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
あ
る
寛
永
〜
明
暦
期
の
紀
州
藩
と
勝
呂
家
と
の
関
係
が
事
実
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
寛
政
期
ま
で
継
続
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
願
書
に
そ
の
間

の
具
体
的
な
事
実
関
係
が
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
傍
証
と
も
な
ろ
う
。
願
書
か
ら
は
、

寛
政
年
間
以
降
た
び
た
び
紀
州
藩
の
石
御
用
に
応
じ
、
そ
の
後
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
に
戸
田

村
の
幕
領
分
が
沼
津
藩
水
野
家
領
に
替
わ
っ
た
と
き
か
ら
、
紀
州
藩
と
の
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
と
き
弥
三
兵
衛
は
お
そ
ら
く
石
場
預
役
と
し
て
の
由
緒
を
紀
州
藩
役
人

に
上
申
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
紀
州
藩
役
人
の
石
井
伝
左
衛
門
や
湯
川
善
八
郎
ら
が
、
新
た
な

石
御
用
を
命
じ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
紀
州
藩
と
の
由
緒
関
係
は
、
少
な

く
と
も
寛
政
年
間
以
降
、
特
に
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
以
降
に
な
っ
て
、
勝
呂
家
に
よ
っ
て
急

速
に
自
覚
化
さ
れ
、
体
裁
を
整
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
に
立
脚
し
て
、
右
の
願
書
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
願
い
出
て
い
る
。
�
相
州

石
場
と
は
異
な
り
、
勝
呂
家
で
は
石
工
を
常
時
抱
え
て
は
い
な
い
の
で
、
急
な
石
御
用
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
手
船
で
適
宜
石
を
江
戸
に
運
び
、
築
地
屋
敷
に
水
揚
げ
し
て
ス
ト
ッ
ク
し

て
お
く
こ
と
は
可
能
な
の
で
、
そ
う
し
た
備
石
御
用
を
天
保
十
一
年
か
ら
五
年
間
に
わ
た
っ
て
命

じ
て
欲
し
い
。
�
そ
の
石
の
代
金
に
つ
い
て
は
、
手
透
き
の
時
に
雇
用
す
る
石
工
の
手
間
賃
や
そ

の
他
の
諸
経
費
の
み
を
実
費
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
石
工
の
手
間
賃
も
で
き
る

だ
け
安
く
済
ま
せ
る
こ
と
に
し
た
い
。
�
も
し
築
地
屋
敷
に
置
き
き
れ
ず
石
が
余
っ
た
場
合
は
、

江
戸
で
販
売
し
た
い
。
�
石
を
切
り
出
す
場
所
は
、「
柳
が
久
保
」
と
い
う
場
所
か
「
た
く
み
山
」

と
い
う
場
所
に
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
は
近
年
石
を
切
り
出
し
て
い
な
い
が
、
石
の
性
質
が
良
さ
そ

う
な
の
で
、
石
工
に
試
掘
さ
せ
た
い
。
�
こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
冥
加
と
し
て
、
間
地

石
一
〇
〇
本
、
丸
石
一
〇
〇
本
を
毎
年
上
納
し
た
い
。

実
際
に
石
を
切
り
出
し
た
場
所
は
、「
弐
百
年
来
御
切
出
茂
無
之
御
場
所
」
で
あ
っ

（
１８
）
た
と
い
う

か
ら
、
良
質
な
石
が
大
量
に
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
の
見
通
し
は
不
確
定
で
あ
り
、
江
戸
で
の
石

の
販
売
拡
大
を
視
野
に
入
れ
た
、
い
わ
ば
多
角
的
経
営
展
開
を
目
指
し
た
嘆
願
内
容
と
は
と
て
も

い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
�
の
よ
う
な
自
家
の
利
益
を
盛
り
込
ん
だ
部
分
も
あ
る
が
、
販
売
利

益
よ
り
も
紀
州
藩
と
の
恒
常
的
な
関
係
の
維
持
を
目
指
し
た
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

大
橋
八
郎
は
こ
う
し
た
嘆
願
を
受
け
て
、
七
月
に
は
紀
州
藩
赤
坂
屋
敷
の
土
塀
台
石
を
献
納
す

る
よ
う
に
御
用
を
命

（
１９
）
じ
、
ま
た
八
月
末
か
ら
九
月
の
初
め
に
か
け
て
、
戸
田
村
の
石
場
を
検
分
し

て
い

（
２０
）
る
。
勝
呂
家
も
以
後
こ
う
し
た
石
御
用
を
毎
年
勤
め
、
紀
州
藩
と
の
関
係
を
強
固
な
も
の
と
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し
た
の
で
あ
る
。

沼
津
城
下
塩
問
屋
株
の
取
得

同
じ
く
出
府
中
で
あ
っ
た
天
保
十
一
年
三
月
に
、
弥
三
兵
衛
は
沼
津
城
下
で
の
塩
問
屋
株
の
取

得
に
つ
い
て
も
、
苅
谷
又
七
に
相
談
し
た
。
ま
ず
三
月
八
日
に
弥
三
兵
衛
が
苅
谷
に
会
う
と
、
江

戸
に
出
府
し
て
い
る
甲
州
巨
摩
郡
駒
野
村
の
油
屋
（
手
塚
）
幸
蔵
と
会
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。

油
屋
幸
蔵
の
旅
宿
で
あ
っ
た
神
田
山
本
町
代
地
甲
州
屋
忠
治
郎
方
に
赴
く
と
留
守
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
日
は
会
え
な
か
っ
た
。
苅
谷
を
含
め
た
三
人
は
十
日
に
改
め
て
会
い
、
沼
津
藩
や
紀
州
藩
に

提
出
す
る
願
書
の
内
容
を
検
討
し

（
２１
）
た
。
そ
の
と
き
の
書
付
の
一
つ
が
次
の
も
の
で
あ
る
。

【
史
料

（
２２
）
７
】

沼
津
塩
問
屋
一
件
江
戸
ニ
而
掛
合
中
書
付
写

奉
内
願
口
上

塩
一
条

水
野
出
羽
守
様
御
領
分
駿
州
沼
津
塩
問
屋
阿
国
屋
新
八
所
持
之
塩
株
当
時
明
株
ニ
相
成
有
之
候
ニ

付
、
右
跡
塩
問
屋
株
私
共
引
受
古
来
仕
来
之
口
銭
金
之
内
、
壱
ケ
年
ニ
金
五
拾
両
宛
為
冥
加
御
同

家
様
御
役
所
江
上
納
仕
売
捌
方
仕
度
旨
右
御
役
所
へ
奉
願
上
度
、
右
ニ
付

御
屋
形
様
御
国
産
塩

之
儀
も
引
請
諸
国
�
沼
津
湊
江
入
津
之
塩
荷
江
差
加
一
手
ニ
売
捌
申
度
奉
存
候
間
、
天
艸
御
手
続

を
以
私
共
願
之
通
速
ニ
御
聞
済
被
成
下
候
様
江
戸
沼
津
御
勘
定
奉
行
中
江
厚
御
声
懸
被
下
候
ハ
ヽ
、

塩
百
俵
ニ
付
銭
拾
貫
文
之
割
合
を
以
年
々
売
捌
塩
俵
数
ニ
応
し

御
館
様
江
冥
加
金
御
上
納
問
屋

株
永
続
仕
度
奉
存
候
間
、
偏
宜
御
取
扱
之
程
奉
願
上
候
、
以
上

天
保
十
一
子
年
三
月

豆
州
戸
田
村

勝
呂
弥
三
兵
衛

江
戸
白
山
前
町

和
泉
屋
松
吉

苅
谷
又
七
様

和
泉
屋
松
吉
ハ
甲
州
駒
ノ
村
油
屋
幸
蔵
也
、
同
人
悴
松
吉

右
之
書
面
江
戸
大
嶋
屋
三
右
衛
門
宅
ニ
而
、
和
泉
屋
松
吉
・
自
分
・
苅
谷
御
氏
右
三
人
ニ
而
篤
と

内
談
致
、
右
之
書
付
認
苅
谷
氏
へ
相
渡
置
申
候
事

こ
の
願
書
で
、
弥
三
兵
衛
と
油
屋
幸
蔵
の
二
人
は
、
阿
国
屋
新
八
が
所
持
し
た
塩
問
屋
株
を
引

き
受
け
て
商
売
を
行
い
た
い
、
そ
こ
で
�
紀
州
藩
国
産
の
塩
を
沼
津
湊
で
引
き
受
け
て
販
売
し
た

い
の
で
そ
の
許
可
が
欲
し
い
、
�
沼
津
藩
か
ら
の
許
可
を
受
け
や
す
い
よ
う
に
紀
州
藩
か
ら
沼
津

藩
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
と
記
し
て
い
る
。
沼
津
湊
に
入
津
し
た
塩
を
引
き
受
け
て
、
お
そ
ら
く

甲
州
方
面
へ
の
販
売
を
企
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
願
書
の
作
成
に
は
苅
谷
自
身
も

立
ち
会
っ
て
お
り
、
背
後
に
紀
州
藩
江
戸
勘
定
所
の
意
向
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

塩
問
屋
株
の
所
持
に
は
、
沼
津
藩
に
毎
年
五
〇
両
の
運
上
金
を
上
納
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
じ
つ
は
紀
州
藩
は
、
沼
津
に
塩
問
屋
を
開
く
こ
と
を
皮
切
り
に
、
こ
こ
を
紀
州
藩
の
会
所
と

し
、
天
草
の
販
売
を
行
う
こ
と
も
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
旧
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
天
保
十
四

（
一
八
四
三
）
年
一
月
に
天
草
の
集
荷
請
負
が
途
絶
え
た
た
め
、
こ
う
し
た
構
想
は
実
現
し
な

か
っ
た
が
、
領
内
の
産
物
を
自
己
の
手
で
有
利
に
販
売
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
で
の
あ
り
よ
う
は
、

紀
州
藩
が
行
っ
た
専
売
制
の
一
環
と
し
て
も
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
て
勝
呂
家
は
、
石
場
預
役
と
し
て
の
位
置
を
確
固
た
る
も
の
に
し
つ
つ
、
紀
州
藩
江
戸

勘
定
所
が
推
進
す
る
経
済
活
動
に
深
く
拘
束
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
戸
田
村
の
名
主
を
務
め
た
勝
呂
家
が
、
紀
州
藩
の
石
場
預
役
と
し
て
紀
州
藩
と
特

殊
な
関
係
を
有
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
れ
が
近
世
後
期
の
戸
田
村
に
お
け
る
浜
方
出

物
分
一
運
上
の
上
納
を
勝
呂
家
が
独
占
的
に
請
け
負
う
根
拠
と
し
て
、
ま
た
戸
田
村
の
漁
民
を
勝

呂
家
の
手
船
の
水
主
で
あ
る
か
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
擬
制
的
な
船
主
―
水
主
関
係
の
も
と
に
編

成
す
る
由
緒
の
源
泉
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
十
九
世
紀
の
勝
呂
家
に
と
っ
て

紀
州
藩
と
の
関
係
は
、
村
内
で
の
自
家
の
立
場
を
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
が
強
化
さ
れ
た
の
は
、
戸
田
村
が
沼
津
藩
領
に
編
入
さ
れ
て
以
降
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
沼
津
藩
支
配
に
替
わ
っ
て
何
が
変
化
し
た
の
か
、
直
接
の
契
機
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、

本
稿
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
勝
呂
家
に
と
っ
て
の
最
大
の
特
権
で
あ
る
出
物

分
一
運
上
上
納
を
維
持
す
る
こ
と
と
、
石
場
を
確
保
す
る
こ
と
の
二
点
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
幕
領
か
ら
私
領
へ
と
支
配
が
交
替
し
て
も
旧
来
通
り
こ
の
特
権
が
維
持
で
き
る
の
か

否
か
、
こ
の
こ
と
が
勝
呂
家
に
紀
州
藩
と
の
由
緒
を
強
化
す
る
必
要
性
を
自
覚
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
稿
は
旧
稿
の
補
足
と
い
う
性
格
上
、
課
題
が
非
常
に
多
い
。
勝
呂
家
を
含
む
戸
田
村
の
生
産

構
造
が
そ
も
そ
も
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
紀
州
藩
江
戸
勘
定
所
が
、
ど
う
や
っ
て
油

屋
幸
蔵
な
ど
の
商
人
を
広
域
的
に
組
織
で
き
た
の
か
な
ど
、
今
後
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
。

註（
１
）

拙
稿
�
「
紀
州
藩
の
天
草
集
荷
請
負
人
」（
斎
藤
善
之
編
『
身
分
的
周
縁
と
近
世
社
会
２

海
と
川
に
生
き
る
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
拙
稿
�
「
近
世
の
漁
業
構
造
と
周
縁

社
会
」（『
部
落
問
題
研
究
』
一
八
一
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
２
）

五
味
克
夫
「
豆
州
内
浦
組
江
梨
村
に
お
け
る
津
元
（
名
主
）
網
子
（
百
姓
）
の
係
争
と
分

一
村
請
に
つ
い
て
」（
櫻
田
勝
徳
編
『
常
民
文
化
論
集
』
一
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所
、
一

九
五
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
出
物
分
一
と
は
近
世
の
伊
豆
国
一
帯
で
実
施
さ
れ
た
税
制
で
あ
り
、

品
目
に
よ
っ
て
税
率
が
十
分
の
一
に
な
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

出
物
分
一
は
、
当
初
は
伊
豆
国
内
に
あ
っ
た
十
一
箇
所
の
分
一
改
所
で
幕
府
役
人
に
よ
っ
て

直
改
さ
れ
た
が
、
請
負
に
移
行
し
、
そ
の
請
負
形
態
は
町
人
や
百
姓
に
よ
る
個
人
請
か
ら
、

村
請
に
移
行
し
た
例
が
多
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
３
）

文
政
十
一
年
「
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候
」（『
沼
津
市
史

史
料
編

漁
村
』
沼
津
市
、

一
九
九
九
年
、
一
七
六
〜
一
七
七
頁
）。

（
４
）『
沼
津
市
史
叢
書
十

沼
津
漁
村
記
録
』（
沼
津
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四
年
）
一
六
頁
、

『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
八
、
五
一
頁
。

（
５
）

文
政
九
年
「
願
書
并
御
注
進
書
御
用
留
」（
静
岡
県
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
架
蔵
写
真

版
・
戸
田
村
勝
呂
家
文
書
一
〇
五
Ｃ
、
以
下
、
勝
呂
と
略
す
）。

（
６
）

註
１
拙
稿
�
で
、
豆
州
白
浜
村
で
は
幕
領
期
に
認
め
ら
れ
た
天
草
運
上
の
村
請
が
、
沼
津

藩
支
配
に
替
わ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
入
札
に
移
行
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
沼
津

藩
が
徴
収
し
た
天
草
運
上
は
、
九
両
二
分
か
ら
二
九
五
両
余
に
急
増
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
７
）

註
２
五
味
論
文
、
一
九
三
〜
一
九
四
頁
。

（
８
）

天
保
三
年
「
御
糺
ニ
付
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候
」（
註
５
史
料
に
所
収
）。

（
９
）

天
保
十
年
「
日
々
録
」（
勝
呂
一
四
二
Ｃ
）。

（
１０
）

嘉
永
六
年
「
出
物
御
分
一
出
入
留
居
中
一
件
留
」（
勝
呂
六
六
Ｃ
）。
こ
の
史
料
は
、
争
論

の
当
事
者
で
あ
り
沼
津
城
下
に
詰
め
た
弥
三
兵
衛
が
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
戸
田
村
に

残
っ
た
義
作
が
記
し
た
覚
書
で
あ
る
。
以
下
、
争
論
の
経
緯
は
す
べ
て
同
史
料
に
よ
る
。

（
１１
）

勝
呂
九
Ｂ
。

（
１２
）

註
１０
史
料
に
よ
る
。
天
保
十
一
年
の
議
定
書
は
、
嘉
永
六
年
の
争
論
に
あ
た
っ
て
勝
呂
家

か
ら
沼
津
藩
役
人
に
提
出
さ
れ
た
。
引
用
部
分
は
、
代
官
が
村
方
惣
代
に
対
し
て
こ
の
議
定

を
読
み
上
げ
た
部
分
で
あ
り
、
議
定
の
文
言
と
ま
っ
た
く
同
一
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、

議
定
の
文
面
を
確
認
で
き
な
い
現
在
で
は
、
唯
一
議
定
内
容
を
知
り
う
る
史
料
で
あ
る
。

（
１３
）

文
政
十
三
年
「
乍
恐
書
附
を
以
奉
願
上
候
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
祭
魚
洞
文
庫

旧
蔵
水
産
史
料
」
一
一
九
九
）。

（
１４
）

註
９
史
料
。

（
１５
）

註
９
史
料
、
三
月
十
四
日
条
。

（
１６
）

勝
呂
一
一
八
Ｃ
。

（
１７
）

天
保
十
一
年
「
御
石
場
御
見
分
御
勘
定
大
橋
忠
右
衛
門
様
御
廻
村
御
供
仕
候
控
」（
勝
呂

四
三
Ａ
）
に
よ
っ
て
、
相
州
岩
村
に
も
朝
倉
家
と
い
う
石
場
預
役
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。

（
１８
）

天
保
十
一
年
「
乍
恐
書
附
を
以
奉
願
上
候
」（
勝
呂
一
一
八
Ｃ
）。

（
１９
）

七
月
十
五
日
「（
大
橋
八
郎
書
状
）」（
勝
呂
一
一
八
Ｃ
）。

（
２０
）

註
１７
史
料
。

（
２１
）

註
９
史
料
、
三
月
八
日
・
三
月
十
日
条
。

（
２２
）

註
９
史
料
。
和
泉
屋
松
吉
は
油
屋
幸
蔵
の
次
男
で
あ
る
。
本
来
は
油
屋
自
身
が
連
名
す
べ

き
だ
が
、「
幸
蔵
名
前
ハ
塩
之
儀
ニ
ハ
聊
差
合
有
之
」
と
い
う
こ
と
で
、
次
男
の
名
前
を
使

用
し
た
と
い
う
。
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